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はじめに 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定に基づき、教育委員会は毎年、

その権限に属する事務の管理及び執行状況について点検・評価を行い、議会に提出すると

ともに、公表することになっております。 

 このため、教育委員会では、法の趣旨に基づき効果的な教育行政を推進し、町民への説

明責任を果たすという観点から、教育委員会の点検・評価を実施し、報告書にまとめまし

た。 

 令和２年度から第１次愛別町教育振興基本計画がスタートして、計画の進行管理を行う

中で成果や課題を評価・検証することになっておりますので、この報告書を基本計画の進

行管理とリンクすることとします。 
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１．教育委員会の活動状況について                         

 

教育委員会の開催状況 

開催月日 提 出 議 題 等 

令和３年４月 23日 

（令和３年第６回） 

議 案 

議 案 

 

議 案 

 

議 案 

 

議 案 

報 告 

愛別町教育委員会事務局職員の任命について 

教育長職務代行者の指定に関する規則を廃止する規則

について 

愛別町教育委員会教育長職務代理者の事務の委任に関

する教育委員会規則の制定について 

愛別町通学路安全推進会議設置要綱の一部を改正する

要綱について 

愛別町教育委員会教育長の辞職の同意について 

愛別町公民館長の辞職願について 

令和３年５月 31日 

（令和３年第７回） 

議 案 

議 案 

議 案 

議 案 

愛別町公民館長の任命について 

愛別町学校運営協議会委員の任命について 

令和３年度教育行政執行方針について 

教育委員会の意見を聴取する令和３年度教育委員会補

正予算について 

令和３年６月 30日 

（令和３年第８回） 

議 案 

議 案 

議 案 

 

報 告 

愛別町幼児センター運営委員会委員の委嘱について 

愛別町教育委員会事務局職員の任命について 

愛別町児童生徒学力向上事業補助金交付要綱の制定に

ついて 

令和３年度教育委員会関係補正予算決定額について 

令和３年７月 29日 

（令和３年第９回） 

議 案 

 

議 案 

議 案 

 

報 告 

報 告 

愛別町外国青年任用規則の一部を改正する規則につい

て 

愛別町教育委員会事務局職員の任命について 

愛別町教育委員会事務委任規則の全部を改正する規則

について 

臨時代理の報告について 

臨時代理の報告について 

令和３年８月 31日 

（令和３年第 10回） 

議 案 

議 案 

 

議 案 

 

議 案 

令和３年度愛別町教育表彰被表彰者の選考について 

教育委員会の意見を聴取する令和３年度教育委員会補

正予算について 

教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の

点検・評価について 

愛別町教育委員会事務局職員の任命について 

令和３年９月 29日 

（令和３年第 11回） 

議 案 

議 案 

報 告 

令和３年度愛別町教育表彰被表彰者の決定について 

全国学力・学習状況調査結果の公表について 

愛別町教育委員会教育長職務代理者の指名について 
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令和３年 11月 25日 

（令和３年第 12回） 

議 案 

議 案 

議 案 

 

議 案 

 

愛別町立認定こども園条例の制定について 

愛別町立認定こども園条例施行規則の制定について 

教育委員会の意見を聴取する令和３年度教育委員会補

正予算について 

愛別町立学校における働き方改革アクション・プラン

（第２期）について 

令和４年１月９日 

（令和４年第１回） 

議 案 

議 案 

報 告 

報 告 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査の公表について 

令和４年度全国学力・学習状況調査への参加について 

教育長に委任された事務の管理及び執行状況について 

臨時代理の報告について 

令和４年２月３日 

（令和４年第２回） 

議 案 

議 案 

議 案 

議 案 

令和４年度学級編制について 

令和３年度愛別町教育表彰被表彰者の決定について 

成年年齢の引き下げに伴う成人式のあり方について 

教育委員会の意見を聴取する令和３年度教育委員会補

正予算について 

令和４年２月 25日 

（令和４年第３回） 

議 案 

議 案 

議 案 

 

議 案 

 

議 案 

議 案 

議 案 

議 案 

報 告 

令和４年度教育行政執行方針について 

教育委員会の意見を聴取する令和４年度予算について

教育委員会の意見を聴取する令和３年度教育委員会補

正予算について 

愛別町保育士資格及び幼稚園教諭免許取得支援事業補

助要綱の制定について 

愛別町スクールランチ事業実施要綱の制定について 

愛別町スクールランチ事業実施要領の制定について 

成人式の実施日を定める規則を廃止する規則について 

愛別町はたちのつどい実施要綱の制定について 

教育長に委任された事務の管理及び執行状況について 

令和４年３月 11日 

（令和４年第４回） 

報  告

議 案 

 

議 案 

 

議 案 

臨時代理の報告について 

押印の見直しに伴う教育委員会関係規則の整備に関す

る規則について 

押印の見直しに伴う教育委員会関係要綱の整備に関す

る要綱について 

就学援助に係る事務取扱要領の一部を改正する訓令に

ついて 

令和４年３月 25日 

（令和４年第５回） 

議 案 

 

議 案 

議 案 

議 案 

議 案 

 

愛別町教育委員会事務局規則の全部を改正する規則に

ついて 

愛別町教育委員会事務局職員の任免について 

学校医・学校歯科医・学校薬剤師の委嘱について 

愛別町教育支援委員会委員の委嘱について 

愛別町立小中学校体育施設開放事業管理指導員の委嘱

について 

－２－ 



議 案 

議 案 

議 案 

議 案 

議 案 

議 案 

 

報 告 

愛別町学童保育主事補の委嘱について 

愛別町地域学校協働活動推進員の委嘱について 

愛別町公民館分館長及び主事の委嘱について 

愛別町スクールガード・リーダーの委嘱について 

文化財調査員の委嘱について 

愛別町外国青年任用規則の一部を改正する規則につい

て 

教育長に委任された事務の管理及び執行状況について 

 

 

 

２．教育振興基本計画の評価指標と評価の方法について                

 

 第１次愛別町教育振興基本計画では、学校教育と社会教育の分野ごとに成果指標を設け、

計画策定時の現状値から５年後の目標値を設定しています。 

 評価の方法としては、毎年度の実績値と目標値の成果指標を掲載し、実績値に対する所

見や成果指標以外の取り組み状況から、取組実績に対する自己評価と今後の課題や方向性

について明らかにすることとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１次愛別町教育振興基本計画（抜粋） 

第７章 計画の推進と進行管理 

２ 計画の進行管理 

教育施策を着実に、かつ、効果的に実施していくために、「地方教育行政の組織

及び運営に関する法律」に基づく「教育委員会事務点検・評価」により、各施策・

事業の実施状況を点検・評価するとともに、その結果を施策の展開に反映させな

がら実効性の高い取組を進めます。また、計画の推進成果をわかりやすく確認で

きるよう「成果指標」を設定し、進行管理にあたります。 

成果指標については、５年目に４年目までの成果や課題を評価・検証し、必要

に応じて目標等の見直しを図り、次期の新しい計画へとつなげていくこととしま

す。 
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３．教育振興基本計画の達成状況と評価について                   

 

１ 幼児教育                                   

 

（１）生涯にわたる学びの基礎を培う質の高い幼児教育の実現 

・幼児教育の質の向上 

・交流と連携の促進と充実 

・保育環境の充実 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①幼児センターの保育に対する肯定
的な意見の保護者の割合 

行事の充実 
元気に楽しく登園 

97% 
97% 

行事の充実 
元気に楽しく登園 

95% 
100% 

②関係機関や小中学校との交流や連
携が図られたとする教員の割合 

図られたとする教員
の割合 

83% 図られたとする教員
の割合 

100% 

③より良い環境構成や援助の工夫に
努めているとする教員の割合 

工夫に努めたとする
教員の割合 

100% 工夫に努めたとする
教員の割合 

100% 

※幼児センター保護者アンケート・幼児センター職員自己評価 

 

【取組状況】 

 幼児センターの行事については、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止した

ものもありますが、可能な限り、延期や内容を変更するなどして対応しました。また、こ

れまでの行事に加え、「こいのぼり会（４月）」、「クリスマス会（１２月）」、「ひなまつり

会（３月）」の３つの季節的な行事を実施しました。 

 職員の研修については、年度当初に計画していた研修をほぼ行うことができました。特

に、外部講師を招聘し、幼児の実態把握の方法や指導の方策について研修を深めることが

できました。また、園外研修は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、対面での

研修は行われませんでしたが、リモートによる研修に参加し、保育士の質の向上に努めま

した。 

 特別な配慮を必要とする幼児への支援については、特別支援教育支援員２名による支援

体制をとり、保護者の悩みや不安の聞き取り、医療機関への同行を行い、支援の充実に努

めました。また、月１回開催されるケース会議には、あいべつ校や上川中部こども通園セ

ンターから職員を招き、困り感のある幼児への手立てについて助言をいただき、援助の充

実に努めています。 

 交流事業については、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、小・中学校やほう

らい大学との交流は中止としましたが、高齢者との交流は行うことができました。 

幼小連携については、小学校教諭に来園いただき、幼児や児童の実態から、課題となる

点を洗い出し、幼小で連携して育てていきたい力について検討しました。 

 環境構成会議は、月１回のペースで開催し、より良い環境構成や幼児への援助について

協議を行い、日常の保育環境の充実に努めました。 
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【自己評価】 

 行事については、新型コロナウイルス感染対策を取りながら、幼児の健康と安全を確保

するとともに、内容を工夫しながら実施し、ねらいの達成に向けて努力しました。これま

で当たり前に行っていた行事を新たな視点で見直すことができた１年でもありました。ま

た、保護者からの要望もあり、新たに３つの季節的な行事を取り入れ、幼児たちも満足感

を味わうことができ、意義のある行事となりました。 

 職員の研修については、日々の保育につながる園内研修を進めてきました。エピソード

をもとに、保育者の願いや幼児への援助について、ディスカッションを行いましたが、幼

児への指導の手立てを深く考えるまでにはなっていませんでした。 

特別な支援を必要とする幼児への支援や幼小連携の取組みについては、保護者や小学校

と連携して適切な対応ができました。 

 交流事業については高齢者と交流することができ、コロナ禍の中、お年寄りと触れ合い、

交流を深めることができたことは大変意義がありました。 

 環境構成の充実は、保育の充実には欠かせません。子ども自ら興味・関心をもつことが

できる環境構成の工夫が必要です。 

 

【今後の課題・方向性】 

 行事については、引き続き、新型コロナウイルスの感染症対策を十分に行い、ねらいを

見直しながら各行事の充実に努めていきます。 

 職員研修については、園内研修を中心に、保育教諭のよい実践例を互いに交流し、保育

教諭の実践力を高め、教育保育の質の向上に努めていきます。 

特別な支援を必要とする幼児への支援は、保護者のニーズに応じた対応を行っていきま

す。また、幼小の連携・接続の取組については、引き続き、小学校と連携を図りながら推

進していきます。 

小・中学校や高齢者との交流事業についても継続して実施していきます。 

 幼児が遊びに意欲的に取り組み、満足感が得られるように、よりよい環境構成や援助の

工夫に努めていきます。また、けがや事故を未然に防ぐため、安全面に配慮した環境づく

りに努めます。 

 

 

（２）子育て家庭をつなぎ、支える支援活動の充実 

・子育て支援活動の推進 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①広場や各種事業への対象者の

参加率 

親子で楽しむ行事の参加率 親子で楽しむ行事の参加率 

のびっこ教室 

親子あそび 

29.5% 

25.0% 

のびっこ教室 

親子あそび 

30% 

25% 

※子育て支援センター事業報告 
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【取組状況】 

 のびっこ教室と親子あそびを毎月１回、ミニ講座を年間 10 回、ぐんぐん広場を年間７

回計画していましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から事業を中止、延期、

内容変更により対応しました。 

 また、子育てに不安や悩みを持つ保護者をサポートし、悩みを他の保護者と共有するこ

とができる機会や相談できる場所を提供するため、事業のない日は開放日として、ハイハ

イ広場やよちよち広場、のびのび広場、わくわく広場を行い、毎月１回「のびっこ通信」

を発行しました。 

 

【自己評価】 

 新型コロナウイルスの影響により、例年よりも行事の実施回数は少なくなりましたが、

保護者アンケートの結果では、支援センターの事業に対し、肯定的な意見が多くあり、事

業内容の充実や子育て家庭のネットワークづくりの推進から、子育て支援活動推進の目標

がほぼ達成されている状況です。 

 

【今後の課題・方向性】 

引き続き、新型コロナウイルスの感染症対策を充分に行いながら、保護者のニーズに合

わせた新たな事業実施や事業内容の充実を図り、更なる参加率の向上と子育て支援に努め

ていきます。 
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２ 学校教育                                   

 

（１）社会で活きる力を育む社会に開かれた教育課程の実現 

・確かな学力の育成 

・国際理解教育の充実 

・情報教育の充実 

・キャリア教育の充実 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①全国学力調査の正答率が全国平均に
達している領域数 

 国語 算数 
両学年とも、すべての領域で 

全国平均を上回る 
小学校６年 
中学校３年 

11/14 
 6/14 

15/16 
 6/16 

②外国の人と交流したい、外国のこと
を知りたいと思う児童生徒の割合 

設問なし  
小学校６年 
中学校３年 

90% 
90% 

学校の授業以外で英語を使う機会があ
った児童生徒の割合 

小学校６年 
中学校３年 

33.3% 
40.9% 

 
中学校 3年 

 
50% 

③コンピュータ等のＩＣＴを週 1回以
上使用したとする児童生徒の割合 

小学校６年 
中学校３年 

41.6% 
59.0% 

小学校６年 
中学校３年 

60% 
100% 

④将来の夢や希望を持っている児童生
徒の割合 

小学校６年 
中学校３年 

66.6% 
81.8% 

小学校６年 
中学校３年 

100% 
100% 

※全国学力・学習状況調査 

 

【取組状況】 

 確かな学力の育成のため、例年行われている全国学力・学習状況調査を実施しました。

他にも特別支援教育支援員や学習指導員の配置、教育委員会主催の愛別チャレンジゼミ

（旭川錬成会との連携事業）や放課後学習サポートを実施することで一人ひとりに対応し

たきめ細かな指導体制を構築し、学力向上に努めています。また、昨年度に引き続き英語

指導助手を２名体制にして小学校と中学校にそれぞれ常駐するとともに、中学校の英語教

諭を小学校に併任発令し、年度当初より乗り入れ授業を行いました。さらに令和３年度か

らは英語検定の検定料の助成を行い、英語への学習意欲や英語力の向上を図っています。 

 情報教育の充実については、一人一台端末の積極的な活用に向けて学校と連携し、主体

的・対話的で深い学びが可能な教育環境の充実に努めています。また、キャリア教育の充

実として、社会教育事業「夢の教室」を活用し、夢を持つことの大切さなどを考える機会

を作りました。 

 

【自己評価】 

全国学力・学習状況調査の結果は、小学６年生は国語・算数、両教科とも全道全国平均
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正答率を上回り、中学３年生は国語・数学、両教科とも全道全国平均正答率を若干下回る

結果となりました。しかし、概ね基本的な学力は身についていると考えられます。また、

チャレンジゼミを、新中学１年生を対象に春休みに開催したことにより、中学校へ向けて

の学習意欲の向上を図ることができました。さらに、特別支援教育支援員等の配置により

少人数指導やＴＴ指導を行うことができたため、個に応じた指導ができ、学力の底上げが

図られているとともに、放課後学習サポートについても少しずつ参加人数が増え、学習意

欲が向上していると考えられます。外国語活動及び英語の教科指導においては、ほぼ毎時

間ＡＬＴとのＴＴ指導を実施できていることから、外国人や英語に対する苦手意識はなく

なってきており、中学校教諭の乗り入れ授業についても年度当初から５・６年生の英語の

指導に中学校教諭がＴ１として指導を行うことで小中接続がスムーズになり小学校外国

語活動の充実が図られています。 

ＩＣＴ機器の活用については、学年の発達段階や教員によって活用頻度が大きく違いま

す。また、活用の仕方についても教師の教具の一つとしての活用に留まっている状況にあ

り、今後はタブレットの活用に向けた意識改革及び環境整備が必要と考えます。 

 キャリア教育の充実として実施している「夢の教室」については、コロナ禍のため２年

続けてオンラインで実施されました。オンラインのため、講師とともに身体を動かして講

師の運動能力の素晴らしさを実感したり、子ども達同士でチームワークを考えるような体

験ができませんでしたが、テレビ画面を通して講師の思いをしっかり受け止め、個々で自

分の夢や目標に向けて、自分なりの考えを持たせることはできたと考えます。 

 

【今後の課題・方向性】 

 全国学力・学習状況調査の結果を分析し、児童生徒の苦手な部分を早期に把握すること

で日常の指導に活かしていきます。また、愛別チャレンジゼミを放課後学習サポートに活

用することを検討し、今後も学習意欲の向上を図っていきます。外国語活動及び中学校の

英語指導については、引き続きＡＬＴを小中学校に配置し、担任・教科担任とＡＬＴが連

携しながら充実を図り、中学校英語教諭の乗り入れ授業についても継続して行い、英語力

向上を目指します。英語検定の検定料の助成も継続し、中学校卒業時の英検３級程度の能

力取得 50％以上を目指します。 

ＩＣＴ機器の活用については、実物投影機の活用に留まらず、児童生徒一人ひとりに配

付されたタブレットを教具の一つとしてだけでなく、児童生徒が「文房具」の一つとして

効果的に使用させることが求められます。また、家庭への持ち帰りを実施し、児童生徒が

主体的に有効活用させることが必要であり、そのためにも教師が積極的に活用する研修が

必要となります。 

 キャリア教育の充実として実施している「夢の教室」についても、夢や目標を持つきっ

かけとなるよう、今後も継続して実施します。 
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（２）豊かな人間性と社会性を育む道徳教育の充実 

・道徳教育の充実 

・ふるさと教育の充実 

・読書活動の推進 

・いじめ・不登校を解消する取組の充実 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①自分には良いところがあると思
う児童生徒の割合 

小学校６年 
中学校３年 

83.4% 
77.3% 

小学校６年 
中学校３年 

100% 
70% 

②地域の行事に参加している児童
生徒の割合 

小学校６年 
中学校３年 

91.7% 
81.8% 

小学校６年 
中学校３年 

95% 
100% 

③1 日に 30 分以上読書をする児童
生徒の割合 

小学校６年 
中学校３年 

41.9% 
22.7% 

小学校６年 
中学校３年 

45% 
25% 

④いじめはどんな理由があっても
良くないとする児童生徒の割合 

小学校６年 
中学校３年 

100% 
95.5% 

小学校６年 
中学校３年 

100% 
100% 

※全国学力・学習状況調査 

 

【取組状況】 

「特別な教科道徳」の時間を要として道徳性を養ってきました。「特別な教科道徳」の指

導では、参観日及び校内研修等での授業公開等を通じて、指導力の向上を図っています。

また、例年は愛別町音楽行進や愛別町児童生徒音楽発表会に参加し、地域住民との交流を

行ってきましたが、令和３年度はコロナ禍のため中止となっています。しかし、各子ども

会ではコロナ禍でもできる活動を実施しており、さらに地域学校協働本部と連携し、地域

の教育資源を活かした取り組み（達人クラブ、スキー授業における指導補助）も実施して

います。 

読書活動の推進については、各学校における朝読書の継続や自動車文庫ａｉ－ａｉの運

用、「愛ＬＯＶＥぶっくんライターコンクール」をとおして、図書に親しむ機会の充実を

図り読書形成に努め、生徒指導については、いじめや不登校などはどの学校でもどの子ど

もにも起こり得るという危機感を共有させ、特にいじめについては、絶対に許されないと

いう認識にたち、子どもの内面に寄り添う生徒指導に努めています。また中学校における

いじめ撲滅に向けた生徒会活動への支援や日本ハム現コーチ 稲田氏を招いて心と命の

授業を実施しました。 

 

【自己評価】 

 学校の教育活動における道徳指導は的確に行われ、児童生徒は概ね自己肯定感を持ち、

毎日の生活を送っています。「特別の教科道徳」の教科指導は各学校において、参観日及

び校内研修等で授業公開が行われ、指導力の向上を図ることができました。また、令和３

年度は新型コロナウイルスの影響により、地域行事が中止となっておりますが、各子ども

会でコロナ禍でもできる取組を行っており、活動の機会が作られています。さらに小学校

では「達人クラブ」やスキー授業の指導補助は行われており、地域の教育資源の活用もで

きていますが、中学校で例年実施している職業体験学習は実施することができませんでし
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た。 

 読書活動の推進においては、さまざまな取組をとおして図書に親しむ機会の充実を図り

読書形成に努めていますが、子どもの読書離れが進んでいる状況です。生徒指導について

は、いじめや不登校などについて情報を共有し適切に対応しており、生徒会のいじめ撲滅

運動や心と命の授業の取組をとおして、いじめを許さないという認識が高まってきていま

す。 

 

【今後の課題・方向性】 

道徳教育の要となる年間 35時間、教科書を用いた「特別な教科道徳」の授業において、

問題解決的な学習や体験的な学習を適切に入れるなど、指導方法の工夫・改善を継続して

実施していきます。また、家庭や地域社会との連携を図り、学校の教育活動全体をとおし

て道徳性を養う指導を推進していきます。コロナ禍の中で地域行事の開催・参加が厳しい

状況ではありますが、感染予防対策を行いながら「職場体験学習」においては地域の事業

所に協力をいただきながら実施し、「達人クラブ」等では地域の方々の人材活用を継続し

ていきます。 

読書活動については、自動車文庫ａｉ－ａｉの巡回や学校ブックフェスティバルなど、

図書に親しむ機会の充実を図り読書習慣の形成に努めます。生徒指導については、今後も

多様化する児童生徒の問題行動に対して適切に対応し、いじめに対しては絶対許されない

という強い認識のもと生徒会活動の支援や心と命の授業等の取組を推進していきます。 

 

 

（３）健やかな体を育む体力づくりと健康教育の推進 

・体力・運動能力の向上 

・食育の推進 

・健康教育の充実 

・望ましい生活習慣の確立 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①全国体力・運動能力等調査で
全国平均に達している項目数 

 男子 女子 全国平均を 
男子は全項目を上回る 
女子は半数を上回る 

小学校５年生 
中学校２年生 

6/8 
7/8 

8/8 
2/8 

②朝ご飯を毎日食べてくる児童
生徒の割合 

小学校６年生 
中学校３年生 

91.7% 
95.5% 

小学校６年生 
中学校３年生 

100% 
85.0% 

③運動(体を動かす遊びを含
め)やスポーツは大切とする
児童生徒の割合 

 男子 女子  男子 女子 

小学校５年生 
中学校２年生 

100% 
87.5% 

100% 
 81.8% 

小学校５年生 
中学校２年生 

100% 
100% 

100% 
100% 

④毎日、同じくらいの時刻に
起きたり、寝たりしている
児童生徒の割合 

 寝る時刻 起きる時刻  寝る時刻 起きる時刻 
小学校６年生 
中学校３年生 

91.7% 
77.3% 

100% 
100% 

小学校６年生 
中学校３年生 

75% 
75% 

95% 
100% 

※全国体力・運動能力、運動習慣等調査 
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【取組状況】 

 体力・運動能力の向上のため、例年行われている全国体力・運動能力、運動習慣等調査

を実施しました。また、発達段階に応じた体力の向上を目指した体育行事が、コロナ禍の

ため中止及び縮小開催になりましたが、感染対策を十分行った上で異年齢の児童生徒が一

緒に行うスポーツ少年団活動や部活動など運動に親しむ機会を確保しました。また、連携

教育推進委員会の活動を通して、中学校の体育教諭による小学６年生の体育への出前授業

を行い、児童の体力・運動能力の向上に努めました。しかし、フッ化物洗口については、

コロナ禍のため実施できず、食育・健康教育・望ましい生活習慣の確立としての十分な取

組はできませんでした。 

 

【自己評価】 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査では目標値には達しないものの、基本的な体力・

運動能力は身についていると思われます。また、コロナ禍のため体育行事が中止及び縮小

開催になりましたが、その中でも異年齢の児童生徒が一緒に行うスポーツ少年団活動や部

活動など、運動に親しむ機会を確保し、発達段階に応じた体力向上に努めることができま

した。さらに小学校の体育の授業では、中学校の体育教諭による出前授業を行うことで専

門的な指導を実施し、中学校では創作ダンス等を行うことで、主体的に体力づくりに努め

る意識は維持・向上していると考えられます。しかし、食育・健康教育・望ましい生活習

慣の確立に関する取組については不十分であるといえます。 

 

【今後の課題・方向性】 

 全国体力・運動能力、運動習慣等調査で全国平均に達していない項目について、運動能

力を向上させる取組を進めるとともに、発達段階に応じた体育授業の工夫・改善、運動会

や体育大会など体育的行事の充実、スポーツ少年団活動、部活動など、運動に親しむ機会

を確保し活動を支援します。また、体育の出前授業は継続し、専門的な見地から体育・保

健授業の工夫と改善を行い、運動に親しむ機会の確保と充実を図ります。中学生の体力に

ついては、運動型の部活動に参加している生徒と他の生徒との二極化が課題となっていま

すので、体育の授業においての工夫が今後も必要となります。 

令和４年度からスクールランチを実施するため、地域の食文化の理解を深めるとともに

正しい食生活の実践に努めることが必要であり、フッ化物洗口事業についても新型コロナ

ウイルス感染拡大の状況を踏まえながら実施できるよう努めていきます。また、望ましい

生活習慣を確立するためには、ゲーム・スマートフォン等の情報メディアとの付き合い方

が大きな柱となるため、家庭や地域と連携した取組を推進していきます。 

 

 

（４）開かれた学校運営と信頼される学校づくりの推進 

・学校経営の充実 

・学校間連携の推進 

・安全教育の充実 
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〇成果指標 

※保護者・児童生徒アンケート 

 

【取組状況】 

学校経営や学校間連携の充実を図るため、連携教育推進委員会を通して「連携通信」を

発行し、小中それぞれの学校の様子の共通理解を図っています。また「英語教育推進プラ

ン」を作成し、小中学校の外国語活動及び英語教育の充実に努めています。さらに、学校

段階の円滑な接続の視点から、基本的な授業スタイル（愛別風授業スタンダード）を提示

し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けて取り組んでいます。学校間交流事業はコロ

ナ禍のため中止となりましたが、クリーン作戦、乗り入れ授業については、感染対策を行

った上で実施することができました。 

安全教育については、交通安全教室を開催するなど、安全意識を高める指導に努めてい

ます。 

 

【自己評価】 

コロナ禍ではありましたが、各学校において教育課程の創意工夫を行い、学校運営にお

ける重点目標と評価に関わるカリキュラムマネジメントの確立を目指して教職員一同で

協力して取り組み、充実した学校運営ができています。（運動会及び体育大会や学芸会及

び文化祭の縮小・変更等）また、安全教育をとおして、児童生徒は安全に関する知識を活

用し、学校生活や日常生活の中で判断し行動できるようになっています。 

 

【今後の課題・方向性】 

引き続き小中共通の「学校運営１０の指標」を基調として、学校経営の評価と改善を図

っていきます。特に小中学校の交流事業については、小中連携・一貫教育をイメージしな

がら実施することが望ましいため、新型コロナウイルス感染拡大の状況を考慮しながら実

施に努めます。また、学校段階の円滑な接続のために作成している「愛別風授業スタンダ

ード」については、提示するのみになり細かい検討はできていません。しかし、主体的・

対話的で深い学びの授業実践については、少しずつではありますが進んでおり、今後は検

討・定着を図っていきます。「英語教育推進プラン」については、小中一貫した英語教育

の取組を継続し、英検検定料補助事業を活用しながら英検受験者の増加と英検合格率アッ

プを目指します。 

成果指標 Ｒ３実績値 目標値 

①学校行事、年度末保護者アン
ケートの回収率 

 
運動会 
体育大会 

学芸会 
文化祭 年度末   

運動会 
体育大会 

学芸会 
文化祭 年度末 

小学校 
中学校 

実施なし 
実施なし 

実施なし 
実施なし 

83.5% 
96.0% 

小学校 
中学校 

80% 
100% 

80% 
100% 

80% 
100% 

②教育連携推進委員会事業の達
成状況 

クリーン作戦、乗り入れ授業、
(英語・体育・音楽) 

確実な継続 

③安全に心がけているとする児
童生徒の割合 

小学校 
中学校 

設問なし 
小学校 
中学校 

100% 
100% 
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安全教育については、引き続き学校の教育活動の中で、関係団体と連携をとりながら推

進していきます。 

 

 

（５）教育的ニーズに応え、だれもが輝く特別支援教育の推進 

・教育的ニーズに応じた教育の推進 

・切れ目のない一貫した指導と支援の促進 

・指導体制の充実 

 

〇成果指標 

成果指標 Ｒ３実績値 目標値 

①特別支援対象者に対する個別
の指導計画・教育支援計画の
作成率 

作成率 100％ 100％を維持する 

②特別な支援が必要とする児童
生徒の保護者との巡回相談員
等を含め教育相談を行った回
数 

児童生徒一人当たり相談回数 

前年度を下回らない  参観日 その他 
小学校 
中学校 

4回 
2回 

3回 
19回 

③教職員の特別支援教育に関す
る研修会等への参加の割合 

小中全教職員の行政
機関等による研修参
加率 

33.3% 
小中全教職員の
行政機関等によ
る研修参加率 

40% 

※特別支援教育体制整備状況等調査 

 

【取組状況】 

町採用の特別支援教育支援員を小学校３名、中学校２名を配置し、一人ひとりに対応し

たきめ細かな指導ができる体制の充実を図っています。また、特別支援教育に対しての理

解を深めるため、教育支援委員会の研修として、鷹栖町コーディネーショントレーニング

実践研究会の方々をお招きし、講演会を開催しました。さらにパートナーティーチャー制

度の活用やケース会議を開催し、幼小中が連携した中で引継ぎをするなど、特別支援対象

の児童生徒の実態把握に努めています。 

 

【自己評価】 

保護者のニーズに合わせて一人ひとりに対応した指導体制が構築されています。教職員

研修会については、コロナ禍のためオンライン研修が多く、参加率が増えてきております。

令和３年度の教育支援委員会による講演会については、簡単な動きで脳や神経に刺激を与

え、体幹やバランス感覚を高めるトレーニングを体験しました。体を動かす講演会は好評

で、有意義な研修会となりました。 

 

【今後の課題・方向性】 

児童生徒個々の状況に応じた適切な教育支援を行うため、引き続き特別支援教育支援員

を配置し、教育環境や指導体制の充実を図ります。また、適切な支援を行うために組織さ
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れた教育支援委員会の研修や情報交換・交流などの活動を支援し、連携を密にしながら特

別な教育的支援を必要とする子どもたちの巡回相談やケース会議を適切に行います。さら

に各学校においては、コーディネーターを中心に研修会及び講座の開催日程を共有するな

どして研修活動の充実を図ります。 

 

 

（６）多様な学びを支える質の高い教育環境の整備 

・時代に即応する教材教具の整備 

・快適で安全な教育環境の整備と体制の確立 

・９年間の学びを支える教育環境の整備 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①教材教具の整理・管理及び活
用に関する達成度合 

設問なし 

達成できたとする教員の割合 

小学校 
中学校 

100% 
5(5段階評価) 

②地域住民と連携した安全確保
の取組 

小学校での地域下校指導 
ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰの配置 

地域学校協働本部と連携した
見守り活動の確立 

③小中連携・一貫教育推進のた
めの環境整備 

連携・一貫教育推進委員会の推
進状況 

推進委員会の推進状況 

※小・中学校職員自己評価 

 

【取組状況】 

学校教育の情報化やＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、ＩＣＴ機器の整備や校内通

信ネットワークの整備を行い、校内で児童生徒一人一台端末が授業で有効に活用できる環

境を整備しました。 

児童生徒の安全管理・通学路等の安全確保については、「スクールガードリーダー」に

よる通学路の点検等を実施するとともに、学校・家庭・地域が一丸となった取組を進める

ため「校外生活のきまり」を全戸配布し、町民全体で子ども達を見守ることができました。 

９年間の学びを支える教育環境の整備については、連携教育推進委員会が中心となって

小中連携・一貫教育推進に係る協議を行う予定でしたが、コロナ禍のためできませんでし

た。しかし、昨年度行われなかった中学校音楽教諭によるアイペットバンドの指導や町内

小中学生とあいべつ校生徒によるクリーン作戦が行われました。 

 

【自己評価】 

ＩＣＴ機器の整備が進み、機器を用いた授業が行われるようになり、校内で児童生徒が

タブレットに触れる機会が増え、児童生徒が活用する場面が盛り込まれた授業が構築され

るようになりました。 

児童生徒の安全管理・安全確保については、地域と連携・協力した安全指導により、規
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範意識は高いと思われます。 

小中連携・一貫教育推進のための環境整備については、連携教育推進委員会を年３回開

催しましたが協議はできませんでした。しかし、中学校教諭によるアイペットバンドの指

導や体育等の出前授業により、小中一貫教育に向けた流れの醸成に努めることはできまし

た。 

 

【今後の課題・方向性】 

ＩＣＴ機器の活用については、タブレットが一人一台配布されたため、校内での活用に

留まらず家庭への持ち帰りに向けての整備を進めていきます。今後は教師及び児童生徒が

タブレットを積極的かつ効果的に活用できるよう教育活動の工夫が求められます。 

安全教育については、通学路安全推進会議を開催し、関係機関との連携を図り、通学路

の点検等を行い、児童生徒の安全安心を確保する活動などを引き続き行っていきます。 

小中連携・一貫教育については、連携教育推進委員会を中心に、小学校において中学校

教諭によるアイペットバンドの指導や体育等の出前授業、小学生が中学校の部活動体験を

行う等、小中一貫教育を意識した活動を推進していきます。 

 

 

（７）専門性と実践的指導力を高める教職員研修の推進 

・指導力と授業力の向上 

・教育研究と研修活動の充実 

・健康な職場づくりの推進 

・服務規律の順守の徹底と働き方改革の推進 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①授業がよくわかると回答する
児童生徒の割合 

 国語 算数・数学  国語 算数・数学 
小学校６年生 
中学校３年生 

83.4% 
95.5% 

91.7% 
81.8% 

小学校６年生 
中学校３年生 

95% 
85% 

90% 
70% 

②職員の研修会等への 1年間の
参加延べ数 

参加延 
べ数 

小学校 
中学校 

36(2.00) 
17(1.06) 全職員が８回以上参加 

③健康な職場づくり 
職場健診、ストレスチェックの
完全実施 

完全実施の継続 

④働き方改革アクションプラン
の達成状況 

１か月 45時間を超えた教員の 
累積人数 42名 
部活動休養日の実施 
定時退勤日月２回以上実施 

45時間を超えない(在校時間
－勤務時間) 
部活動休養日の実施 
定時退勤日月２回以上実施 

※全国学力・学習状況調査 

 

【取組状況】 

小中学校では、算数・数学科の学習において、ＴＴ指導・少人数指導・習熟度別授業を

実施し、児童生徒一人ひとりに応じた指導を行い、児童生徒の理解を深めています。 

職員の研修については、コロナ禍の中ではありますが、町教研が開催され研修を深めま

した。また、上川教育研修センターの出前講座を小中の各学校で開催することができまし
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た。 

働き方改革については、教育職員の勤務状況を把握し、アクションプランの達成状況を

確認しながら指導にあたっています。各学校では、月行事予定表や黒板等に定時退勤日を

明記し、教職員一人ひとりの意識改革を行っており、中学校では、部活動指導に関わる負

担軽減のため練習計画表を作成し、部活動休養日の徹底を図っています。さらに、複数顧

問制を実施し交替での部活動指導を可能にしています。 

 

【自己評価】 

小中学校では、少人数指導や指導方法工夫改善のため教員の加配を行ったり、特別支援

教育支援員が配置されていることにより、きめ細かな指導体制が確保できており、児童生

徒の学習の理解は進んでいると考えられます。 

職員の研修については、コロナ禍のため研修会・研究会の開催自体が少なく、教職員の

参加も少ない状況ではありましたが、上川教育研修センターの出前講座を実施し、タブレ

ットを活用した授業のあり方の研修ができたのは有意義だったと考えます。 

働き方改革については、勤務時間が 45 時間を超えた教職員がいるものの、部活動休養

日・定時退勤日の実施は行われており、アクションプランの達成状況は高いといえます。 

 

【今後の課題・方向性】 

 小中学校では、引き続き教育推進アドバイザーによる算数、数学のＴＴ指導等について

進めていきます。 

職員の研修については、教育研究会を核とした授業研究などを通して教員の指導力・授

業力向上へ向けての研修意欲を高める取組を推進します。また、令和４年度はタブレット

一人一台端末導入２年目になり、授業のみならず家庭学習等での効果的な活用に関わる研

修等が必要になるため、参加に向けて支援していきます。 

働き方改革については、アクションプランに基づき学校閉庁日や部活動休養日、勤務時

間の上限設定などを行い、取組の進捗状況を把握します。また、教職員一人ひとりが信頼

される学校であるという自覚を持ち、教育課程の編成、授業研究、指導方法の工夫や改善

を組織的に行い、学校力の向上が図れるよう努めます。 

 

 

（８）連携・協働による地域とともにある学校づくりの推進 

・地域の学校参画の促進 

・社会に開かれた教育課程の実現 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①地域学校協働活動ボランティ
アの登録人数 活動ボランティア 24名 活動ボランティア 50名 

②地域の人材を活かした活動の
回数 

小学校 
中学校 

４回 
２回 

小学校 
中学校 

７回 
３回 
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【取組状況】 

学校運営協議会はコロナ禍のため書面会議ではありましたが、年２回（７月と３月）開

催し、小中学校の学校経営方針の質疑・承認等を行いました。また、町民の方に地域学校

協働活動ボランティアに登録していただき、小学校では「達人クラブ」やスキー授業の指

導補助を実施しました。中学校では「職場体験」や愛別町にゆかりのある方に講演をいた

だく「愛の授業」の開催を予定しておりましたが、コロナ禍のため実施することができま

せんでした。 

 

【自己評価】 

学校運営協議会は書面開催ではありましたが２回開催し、学校経営方針や学校評価につ

いての共通理解を図ることができました。また、小学校の「達人クラブ」では、感染対策

を行った上で有意義な活動を行うことができましたが、中学校の「職業体験」や「愛の授

業」は開催することができず、地域での体験活動や愛別町にゆかりのある方の講演を聞く

機会を設けることができなかったことは残念です。 

 

【今後の課題・方向性】 

学校運営協議会と地域学校協働本部が活動の両輪となり、学校と保護者や地域がともに

知恵を出し合い学校運営に意見を反映させ、地域と学校がパートナーとして連携・協働し

た学校づくりを推進していくことが必要であるため、今後も意見交流を行っていきます。

また、地域学校協働本部においては、引き続き活動ボランティアの人数確保に努め、学校

教育への積極的な参画を促進します。 

「愛の授業」については、特色ある活動であり、生徒にとっては貴重な機会ですので、

今後も継続するのが望ましいと考えますが講師の選定が今後の課題です。 
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３ 社会教育                                   

 

（１）幼児期の体験活動やスポーツ活動等の充実 

・学習活動及び体験・スポーツ活動の充実 

・協力していただける方の育成 

・関係機関の連携 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①ブッククロール事業達成者数 延べ達成者数 33名 延べ達成者数 33名 

※社会教育に関する事業評価 

 

【取組状況】 

 幼児期における学習・体験活動と親子のふれあいの充実として、幼児期に絵本に出会い

触れることを目的としたブックスタート事業と、その後のフォローアップとしてブックク

ロール事業を継続して行っています。また、幼児期のスポーツ活動の充実として、幼児水

泳サポート事業は新型コロナウイルス感染防止のため中止しましたが、幼児スキー教室に

ついてはスキークラブに協力をいただき実施しました。 

 

【自己評価】 

 ブックスタート事業では、読み聞かせボランティアと連携し、町の乳幼児健診に合わせ

て行うことで、乳幼児を持つ全てのご家庭へ、乳幼児期からの絵本をとおした親子のふれ

あいの重要性を丁寧に伝えています。また、ブックスタート事業の直後からブッククロー

ルを始められることで、その後の読書活動や図書室の利用につながっています。 

 

【今後の課題・方向性】 

 ブックスタート、ブッククロール事業を継続するとともに、今後も読み聞かせボランテ

ィアと連携し、読み聞かせの重要性を伝えていく必要があります。また、読み聞かせボラ

ンティアの育成のため、今後も読みきかせの会と連携を図りながら、活動機会の提供や読

み聞かせに興味を持つ人材の育成に努めます。 

 スポーツ体験については、今後も新型コロナウイルス感染防止を図りながら、幼児セン

ターと連携して実施に努めるとともに、今年度体験ができなかった子ども達については少

年期においてしっかりとサポートを行う必要があります。 

 

（２）少年期における体験活動の推進とリーダーの育成 

・地域の特性を生かした体験活動の推進 

・各種団体への支援の充実 

・子ども会リーダーの育成 

・地域で子どもを守り育てる環境づくりの推進 
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〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①チャレンジ元気塾 元気塾  53名 56.4% 元気塾   70% 

②リーダー研修修了者数 修了者数  実績なし 修了者数  2名 

③地域行事に参加している児童
生徒の割合(再掲)  

「している」「どちらかといえばしている」 「している」「どちらかといえばしている」 

小学校６年生 
中学校３年生 

91.7% 
81.8% 

小学校６年生 
中学校３年生 

100% 
100% 

※社会教育に関する事業評価・全国学力・学習状況調査 

 

【取組状況】 

 地域資源を活かした様々な体験活動を行うチャレンジ元気塾を実施したほか、子ども会

や青少年育成協議会の活動の支援を行いました。子ども会リーダー研修会については、８

名の受講がありましたが、悪天候により本研修が中止となりました。また、滋賀県東近江

市愛東地区との少年愛のまち交流事業については、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り実施困難なため中止となりました。子ども会連合会行事については、中止としたものも

ありますが、球技大会については実施し、子どもの主体的な企画を支援しました。 

 

【自己評価】 

 新型コロナウイルス感染症の影響下ではありますが、多くの子ども達が体験事業に参加

しており、体験活動の重要性が改めて認識されていることから、今後も継続して行うこと

が大切です。 

少年愛のまち交流事業については、受入・訪問以外の形での交流も検討していく必要が

あります。 

 

【今後の課題・方向性】 

今後も感染症に対応した事業内容の検討や感染予防を十分に行い、地域資源を活用した

体験活動の充実に努めます。 

子ども会活動や地域活動の活性化を図るため、今後もリーダーの育成に努めるとともに、

子ども会や青少年育成協議会などの各種団体への支援を行います。 

また、少年期から地域社会にふれ、体験することの重要性を広く伝えるため、学校・家

庭・地域の連携の強化や啓蒙・啓発活動など、地域全体で子どもを守り育てる環境づくり

を行っていきます。 

 

 

（３）青年期における地域と関わる学習機会の提供 

・社会の担い手としての自覚を促す学習機会の提供 

・地域意識の醸成 

・人材養成と学習機会の提供 

・インターネットによる情報提供 
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【取組状況】 

 成人式については、新型コロナウイルス感染予防のため簡略化した式となりましたが、

例年通り１月に実施しました。 

一方、青年団体活動については、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響に

より地域行事等が中止されたため活動がありませんでした。 

 

【自己評価】 

 成人式は、地域で人生の節目を祝うことで、自らと地域との関わりについて改めて考え、

地域社会の一員としての責務や自覚を促す機会となりました。 

 青年団体活動は、青年の活躍の場を設け、やりがいを持ち地域づくりへの積極的な参加

を促しますが、コロナ禍の中で活動自体がなかったことから、支援を行うことができませ

んでした。 

 

【今後の課題・方向性】 

 成人式については、令和４年４月施行の民法改正による成年年齢の 18 歳への引き下げ

に伴い、今後は名称を「愛別町はたちのつどい」へと変更し、成年後における人生の節目

を地域で祝福し、社会人としての責任や義務の自覚を促す場として実施します。 

 また、青年団体活動に対して、今後も積極的に支援を行うとともに、青年のニーズをと

らえ情報を提供し、活動の場の拡充や地域づくりへの参画を図っていきます。 

 

 

（４）成人期における地域活動への参画体制づくりと幅広い学習機会の充実 

・学習機会の提供 

・地域づくりを目指す団体等との連携 

・専門的指導者の発掘と活用 

・インターネット等の活用による情報提供 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

 
①青年、成人を対象とした学習機
会の参加者数 

 

ちいきの講座 
ひまわり学級 

実績なし 
21名 

くらしの講座 
ひまわり学級 

75名 
28名 

※社会教育に関する事業評価 

 

【取組状況】 

 ちいきの講座については、新型コロナウイルス感染症の影響により実施できませんでし

た。また、自主的な学習を行うひまわり学級については、新型コロナウイルス感染症の影

響で中止となった活動もありますが、学習内容を話し合いながら活動を行っています。 
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【自己評価】 

 ひまわり学級については、学生自ら学習内容を決め、主体的、精力的に学習活動を行っ

ており、会員の交流、学びの場になっています。 

 

【今後の課題・方向性】 

今後も感染症に留意しながら、生涯学習や地域について学び考える学習機会の提供に努

めます。 

ひまわり学級については、今後も感染症対策を十分に行いながら、自主的な学習と会員

同士の交流や活動が失われないよう継続して支援していきます。 

また、成年の社会参画を促す環境づくりのため、今後も生涯学習だよりやインターネッ

トを通じた学習・活動機会などの情報提供に努めます。 

 

 

（５）高齢者の知識と経験を生かすシステムづくりと世代間交流の推進 

・生きがいを高める多様な学習機会の提供 

・自主学習グループへの支援 

・学習情報提供のための環境整備 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①ほうらい大学学生数 学生数 37名 学生数 40名 

※社会教育に関する事業評価 

 

【取組状況】 

 ほうらい大学については、短縮日程などの新型コロナウイルス感染症予防対策を行いな

がら活動していますが、昨年に引き続き異世代交流や学校祭などの事業は中止しました。 

 

【自己評価】 

 学習数は減少していますが、定期的に仲間と集まり交流を深める社会活動へ参画するこ

とで、自己力向上と潤いある生活に寄与しています。 

 

【今後の課題・方向性】 

大学の活動や仲間に会うことを楽しみにしているという声も多く、今後も継続して支援

していくことが重要です。また、感染症に十分留意しながら、よりやりがいのある学習活

動について引き続き検討していく必要があります。 
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４ 文化の振興                                  

 

（１）芸術文化に触れる機会の提供と成果発表の場の充実 

・地域や学校と連携した活動及び発表機会の拡充 

・団体の自主活動の支援 

・インターネットによる情報提供 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①町文化祭における出演・出展
団体(個人)数 

出演出展延べ
数 

24団体（個人） 
出演出展延べ
数 

55 団体(個人) 

②文化連盟加盟団体数及び加盟
団体会員数 

加盟団体数 
会員数 

11団体 
105名 

加盟団体数 
会員数 

12団体 
193名 

※社会教育に関する事業評価 

 

【取組状況】 

 新型コロナウイルス感染防止のため、音楽行進については中止とし、町民文化祭につい

ては、作品展示のみの実施としました。サークル等の各文化団体については、活動の縮小

や一部休止などをしながら可能な範囲で活動を続けています。 

 

【自己評価】 

 新型コロナウイルス感染症の影響で停滞していた文化活動ですが、少しずつ再開されて

きています。文化活動は、人々の心や暮らしに豊かさとゆとりを与え、考え、学ぶきっか

けとなることから、今後も感染症対策について十分に検討したうえで活動を継続していく

ことが必要です。 

 

【今後の課題・方向性】 

 今後も、感染症対策について十分に検討した上で、学校や地域と連携し鑑賞機会や成果

発表の機会の充実に努めます。また、町民の主体的な文化活動を引き続き支援するととも

に、生涯学習だよりやインターネットなどを通じた文化芸術情報や学習情報の提供に努め

ます。 

 

 

（２）伝承・保護活動への支援 

・文化の保存・保護意識の醸成 

・郷土芸能伝承のための支援 

・無形文化財保存のための後継者の育成 

・史跡、文化財の保護 
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〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①無形文化財伝承・保護活動(例
会を除く) 

活動数 ２回 活動数 ３回 

※社会教育に関する事業評価 

 

【取組状況】 

 町の無形文化財である愛別岐阜獅子神楽については、新型コロナウイルス感染症の影響

により地域行事が中止となったことなどから活動が減少していますが、感染予防を行いな

がら精力的に活動しており、継続して支援を行っています。また、愛別天神クラブの実施

に協力いただき、岐阜獅子神楽体験会を行いました。 

町の郷土資料を保管している文化財収蔵庫については、建物の老朽化が進んでいること

から、将来的な保管体制を視野に入れつつ資料の整理等を検討しています。 

 

【自己評価】 

 愛別岐阜獅子神楽保存会に協力いただき、子どもの体験活動事業を実施し、町の文化財

への理解を深めるとともに、保存会の活動の場を提供することができました。 

郷土資料については、収蔵している資料の状況や収蔵庫の建物の状況などを確認し、必

要最小限の維持をしています。 

 

【今後の課題・方向性】 

 保存会活動について今後も支援していくとともに、引き続き活動の場の拡充に向け保存

会やその他の教育関係機関等との連携を強化していきます。 

文化財収蔵庫については、将来的な保管場所の移設や郷土資料の活用も視野に入れなが

ら資料の整理を進めていきます。 
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５ スポーツの推進                                

 

（１）スポーツ活動の提供と参加促進 

・スポーツ活動への参加促進 

・心を育む教室の開催 

・サークル活動への支援 

・学習機会の提供及び研修への参加支援 

・スポーツ活動や施設利用に関する情報提供 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①健康づくり教室参加者数 
健康づくり教室３講座合計 

32名延べ 227名 
３講座参加者延べ人数 

450名 

②ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃﾞｰ参加者数(参加率) 46.3% ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃﾞｰ  70% 

③町民ｽﾎﾟｰﾂﾃﾞｰ参加者数 町民ｽﾎﾟｰﾂﾃﾞｰ 46名 町民ｽﾎﾟｰﾂﾃﾞｰ 400名 

※社会教育に関する事業評価 

 

【取組状況】 

 健康づくり教室については、新型コロナウイルス感染症の影響により一部中止となった

回もありますが、予定していた講座を行うことができました。 

全国一斉チャレンジデーについては例年５月に行っていたものを 10 月にずらして、新

型コロナウイルス感染症の予防対策を講じながら実施しました。また、町民スポーツデー

については２つの分館が実施しました。スポーツ協会の行う大会については、中止となっ

たものもありますが、感染防止対策を行いながら実施したものもあります。 

 

【自己評価】 

 大人の水泳教室については、参加者の固定化、減少が顕著に見られることから、事業の

一定の目的を果たしたと考えます。チャレンジデーについては、例年より参加率が減少し

ましたが、コロナ禍における運動習慣づくりの取組とすることができました。 

 また、感染防止対策を行いながら開催できる大会、教室については、可能な限り実施し、

なるべくスポーツの活動機会を減らさないように努めました。 

 

【今後の課題・方向性】 

 今後も、感染予防策を十分に行いながら各種スポーツ教室や大会を開催しスポーツ活動

の機会提供に努めるとともに、自発的なスポーツ活動を促し、だれもが、いつでも、いつ

までもスポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会の実現に向けた環境づくりに努

めます。 
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（２）快適に使用できるスポーツ環境の充実 

・快適に使用できる施設の提供 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①スポーツ関連施設利用状況延
べ利用者数 

スポーツ関連施設 
延べ利用者 18,687名 

スポーツ関連施設 
延べ利用者 39,000名 

②学校開放事業利用者数 
学校開放事業延べ利用者 

1,186名 
学校開放事業延べ利用者 

2,800名 

※社会教育に関する事業評価 

 

【取組状況】 

 指定管理による総合スポーツ公園の運営と学校開放によるスポーツ環境の提供を行っ

ています。また、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、快適な公

園環境の整備を行いポストコロナ時代における地域・スポーツ活動の活性化を図るため、

令和２年度から令和３年度にかけて北町農村公園整備事業を実施しています。 

 

【自己評価】 

 新型コロナウイルス感染症の影響による外出自粛や公共施設の休館などにより、スポー

ツ関連施設、学校開放ともに利用者数が減少しています。安心して利用できる施設運営を

継続するとともに、コロナ禍における健康づくりなど日常的なスポーツ活動についても啓

発、情報提供を行っていく必要があります。 

 

【今後の課題・方向性】 

 引き続き感染防止対策を行いながら施設運営をするとともに、安心快適なスポーツ環境

の整備に努めます。また、住民のニーズをとらえ、生涯学習だよりやインターネットなど

を通じたスポーツ活動や健康づくりなどの情報提供、啓発に努めます。 

スポーツ施設の中には、老朽化が進んでいるものや利用の少ない施設もあり、将来を見

据えた施設の活用方法や維持管理の方法、廃止等の検討も視野に入れた施設運営を行って

いく必要があります。 
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６ 基盤整備                                   

 

（１）社会教育推進のための基盤整備 

・既存施設の整備及び有効活用 

・情報提供の充実 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①公民館図書室の利用者数及び
貸出冊数 

利 用 者    925人 
貸出冊数  3,179冊 

利 用 者  1,650人 
貸出冊数  4,250冊 

②公民館等施設の利用者数 利用者数 16,437人 利用者数 19,000人 

※社会教育に関する事業評価 

 

【取組状況】 

 分館等施設については、平成 29 年度から段階的に進めてきた施設の耐震化を含めた計

画的改修が終了し、令和３年度より活用されています。 

 また、様々な地域活動や学習情報を提供し社会教育活動に地域が一丸となって参画する

環境づくりを進めるため、毎月１回の生涯学習だよりの発行や町ＳＮＳなどを活用した情

報発信を行いました。 

 

【自己評価】 

 公民館図書室については、新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年よりも開館日

数は減少した一方で、利用者は昨年より増加しており、コロナ禍における自宅時間への活

用が見られます。 

公民館等施設についても利用者数が増加しており、感染症に注意しながら地域活動を再

開してきています。 

 

【今後の課題・方向性】 

 公民館等施設については、引き続き新型コロナウイルス感染予防対策を行った上での運

営に努めるとともに、公民館を中心とした地域活動や交流の促進に向け、各分館と連携を

図りながら公民館施設一体となって進めていきます。また、公民館図書室についても、引

き続き蔵書の充実を図り、読書に親しみやすい魅力ある図書室づくりを行っていきます。 

 また、関係する部署と連携を取りながら、生涯学習、スポーツ、文化情報や地域活動な

どを広く伝え、町民の主体的な学びと活動を促進し、地域一体となって社会教育活動に取

り組む環境づくりに努めます。 
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７ 地域の教育力の向上                              

 

（１）連携と協働による地域の教育力の向上 

・人材や自然を生かした学習機会の拡充 

・関係団体の連携促進 

・指導者の育成 

・地域で子どもたちを育てる環境づくりの推進 

 

〇成果指標 

※社会教育に関する事業評価 

 

【取組状況】 

 子ども会育成会連絡協議会と連携し、子ども会連合会行事や育成会活動を支援していま

す。また、青少年育成協議会と連携し、青少年の健全育成や地域で行う子育てをテーマに

した青少年育成研修の集いの開催や、地域学校協働活動として学校への地域ボランティア

の派遣などを行っています。 

社会教育委員等研修については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった

ものもありますが、上川管内社会教育委員基礎講座に１名、上川管内社会教育委員等合同

研修会に２名の委員が参加しました。 

 

【自己評価】 

 単位子ども会によっては、子どもの数の減少により活動を続けることが困難となってい

る地域もあり、今後の体制について検討が必要です。青少年育成研修の集いについては、

新たに動画配信も行い、当日来られなかった方についても学ぶ機会を提供することができ

ました。社会教育委員等研修については、参加した委員からは大変勉強になった、社会教

育について考えるようになったという声もいただいており、社会教育委員の資質向上につ

ながっています。 

  

【今後の課題・方向性】 

子ども会の今後の在り方について検討していくとともに、子ども会の意義などを丁寧に

伝え、地域の実情に応じた体制づくりと関係団体との連携等の支援を行っていきます。ま

た、子育てや青少年の健全育成について、考え、学び、地域全体で子どもを育てる環境づ

くりを進めるため、今後も青少年育成協議会と連携し、継続的な啓発活動や学習機会の提

供、地域学校協働活動を推進していきます。 

町の社会教育力向上のため、研修会への参加やその他情報提供を行い、引き続き社会教

育委員の資質向上に努めます。 

 

 Ｒ３実績値 目標値 

①青少年育成研修の集い参加者
数 

集い参加者 38名 集い参加者 60 名 
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８ 家庭教育                                   

 

（１）子育て家庭をつなぐ支援活動の充実 

・子育て支援活動の推進 

・子育て家庭の教育力の向上 

 

〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①子育て研修会の参加者数 中止 
子育て研修会参加者数 

保護者のみ 35名 
親子の事業 80名 

※社会教育に関する事業評価 

  

【取組状況】 

 例年、青少年育成協議会と連携し子育て研修会を開催していますが、令和２年度に引き

続き本年度も新型コロナウイルス感染防止のため中止となりました。 

子育て支援グループとの連携による絵本をとおした親子のふれあいや、青少協だよりな

どを通じた生活習慣の啓発活動などを行いました。 

  

【自己評価】 

 家庭教育などについて学習する機会の提供とともに、同じ子育てをする保護者が悩みや

思いを共有することで新たな学びにつながることから、親子の絆を深め他の家庭と交流す

る場を設けることが大切です。 

また、子どもの豊かな心と健やかな体を育み、確かな学力を身に付けるため、子育て支

援グループや青少年育成協議会などと連携しながら、家庭教育や健やかな生活習慣などの

啓発活動を継続していくことが重要であり、令和３年度も青少協だよりや生涯学習だより

で、早寝早起き朝ごはんなど生活習慣や家庭教育に関する啓発に努めました。 

 

【今後の課題・方向性】 

 子どもの健全で確かな育ちの原点は家庭にあることから、今後も子育て研修会などの保

護者が子育てについて学び交流する機会を提供するとともに、子育て支援センターや子育

て支援グループなどとも連携しながら、地域社会全体で子育てを支える環境づくりと子育

てをする親への支援に努めます。 

 

 

（２）学びのセーフティネットの構築 

・学びのセーフティネットの推進 

・安心・安全な子どもの居場所づくりの推進 
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〇成果指標 

 Ｒ３実績値 目標値 

①愛別天神クラブ参加者数(参加
率) 

天神クラブ参加者 
42名(44.7%) 天神クラブ参加者 70% 

②チャレンジゼミ参加者数(参加
率) 

チャレンジゼミ参加者 
20名(34.5%) チャレンジゼミ参加者 60% 

※社会教育に関する事業評価 

 

【取組状況】 

 学校の夏季休業中における子どもの学力体力向上や学習習慣の定着と、仲間とともに学

び体験する機会の提供の場として、新型コロナウイルス感染症対策を行いながら愛別天神

クラブを３日間実施しました。また、例年中学生を対象に行っている愛別チャレンジゼミ

については、旭川錬成会と連携し、タブレット等を利用してオンライン授業を行い、さら

に令和３年度は春休みに小学６年生を対象とした愛別ぷちチャレンジゼミを実施するこ

とで中学校進学へ向けた準備学習としての学習の機会を設けました。 

 

【自己評価】 

 愛別天神クラブについては、学習支援のほか、様々な体験や職業などにふれることで、

色々なものごとに興味を持ってもらう機会となっています。また、旭川市の大学生にボラ

ンティアとして参加してもらっており、普段触れ合うことのない年代の青年との交流が子

どもにとってよい刺激となっています。 

チャレンジゼミについては、勉強への取り組み方が変わった生徒が 81.2％で、学習意欲

の向上につながったと考えられます。また、愛別ぷちチャレンジゼミについてもオンライ

ン授業はわかりやすく、これからの勉強に活かせると思うという声が多かったため、中学

校進学に向けた準備学習を行う場の提供ができたと考えます。 

 

【今後の課題・方向性】 

 今後も放課後や長期休業中における家庭学習や体験活動などの支援を行っていくとと

もに、安心安全な子どもの居場所をつくり、だれもが気軽に参加し学ぶことができる環境

の提供と、様々な場面で子どもを見守り、だれもが取り残されることのない学びのセーフ

ティネットの構築を進めていきます。そのため、引き続き効果的な学習支援を行っていく

必要があります。 
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